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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

謹
賀
新
年新

年
明

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、衆
参
で
の
ね
じ
れ
を
解

消
し
た
安
倍
政
権
は
、
羊
の
皮

を
脱
ぎ
捨
て
、
オ
オ
カ
ミ
の
本

性
を
現
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
特
定
秘
密
保
護
法

に
象
徴
さ
れ
る
国
会
運
営
で
あ

り
、
国
民
の
声
を
無
視
し
て
の

強
行
採
決
に
は
、
多
く
の
疑
念

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
事

は
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
世
論
調
査

の
結
果
で
も
明
ら
か
で
す
。

安
倍
政
権
は
、『
国
民
よ
り
も

国
家
を
』『
生
活
者
や
働
く
者
よ

り
も
大
企
業
を
』『
地
方
よ
り
も

大
都
会
を
』
大
切
・
優
遇
す
る

な
ど
、
そ
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し

て
お
り
、
安
倍
政
権
の
継
続
は
、

危
険
な
日
本
と
同
時
に
、
弱
者

や
地
方
の
疲
弊
を
意
味
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
ま
ま
、
安
倍
政
権
が
続

く
な
ら
ば
、
地
方
の
衰
退
に
拍

車
が
か
か
り
、
都
市
と
地
方
の

格
差
や
弱
者
へ
の
負
担
は
、
よ

り
大
き
な
も
の
に
な
り
こ
と
は

必
至
で
す
。

理
念
な
き

農
政
改
革

ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
民
主

党
政
権
で
確
立
し
た
戸
別
所
得

補
償
制
度
を
見
直
し
、
日
本
型

直
接
支
払
制
度
を
創
設
す
る
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
約
半
世

紀
に
わ
た
り
続
い
た
米
の
生
産

調
整
（
減
反
）
を
見
直
し
、
米

価
は
市
場
価
格
に
ゆ
だ
ね
、
生

産
者
自
ら
生
産
数
量
を
決
め
る

と
い
う
も
の
で
す
。

生
産
調
整
の
廃
止
で
、
米
価

の
下
落
は
必
死
で
あ
り
、
こ
の

影
響
は
大
規
模
農
家
ほ
ど
大
き

な
も
の
に
な
り
ま
す
。

何
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
政
策

決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
者

の
声
を
聞
か
ず
、
産
業
競
争
力

会
議
の
中
で
、
経
済
界
を
代
表

し
て
の
提
案
を
受
け
た
形
で
決

め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

農
業
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
全

く
そ
の
理
念
が
見
つ
か
ら
な
い

改
革
な
の
で
す
。

ま
た
、
年
内
妥
結
を
目
指
し

て
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
と
の
二
国
間
協
議
な

ど
が
整
わ
ず
、
越
年
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
安

倍
政
権
の
前
の
め
り
の
姿
勢
は

変
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
を
貫
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る

に
は
、
民
主
党
の
役
割
は
大
き

い
も
の
と
感
じ
、
一
地
方
議
員

と
し
て
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
い
く
決
意
で
す
。

ふるさと

郷土を大切にする政治を
安倍政権は大都市や大企業優遇の政治！
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第４回定例会で可決された補正予算
（単位：千円）

項 目 一般会計 特別会計 合 計

既決予算額 2,709,633,443 587,095,306 3,296,728,749

今回補正額 22,651,410 2,019,639 24,671,049

合 計 2,732,284,853 589,114,945 3,321,399,798

第
４
回
定
例
道
議
会
は
、
11

月
28
日
開
会
。
平
成
25
年
度
道

補
正
予
算
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の

参
加
に
関
す
る
意
見
書
」
、
「
経

営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
及

び
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創

設
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
を

可
決
し
、
12
月
12
日
閉
会
し
ま

し
た
。数

の

力
で

国
会
運
営

安
倍
政
権
は
、
臨
時
国
会
を

『
成
長
戦
略
を
論
議
す
る
』
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
安
倍
首
相

ら
の
思
い
入
れ
が
強
い
と
さ
れ

る
特
定
秘
密
保
護
法
を
会
期
中

に
提
案
し
、
疑
問
や
懸
念
を
、

数
の
力
で
押
し
切
る
と
い
う
強

権
的
な
国
会
運
営
で
成
立
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
臨
時
国
会
で

は
、
国
土
強
靭
化
法
や
、
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報

告
と
連
動
す
る
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
も
成
立
し
ま
し
た
が
、

こ
の
内
容
を
見
れ
ば
、
消
費
税

増
税
分
が
、
大
型
公
共
事
業
に

振
り
向
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
そ
の
一
方
で
、
社
会
保
障

分
野
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨

て
・
切
り
下
げ
と
、
国
民
の
負

担
が
増
す
よ
う
な
方
向
性
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
の

暴
走
は

地
域
破
壊

さ
ら
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
米

政
策
等
の
農
業
政
策
の
拙
速
な

見
直
し
に
よ
っ
て
、
北
海
道
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
一
次
産

業
は
、
よ
り
厳
し
い
状
況
に
陥

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
国

民
や
地
域
に
冷
た
い
政
治
が
、

数
の
力
で
暴
走
す
れ
ば
、
道
民

生
活
や
地
域
は
破
壊
の
危
機
に

直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

定
例
会
で
は
、
こ
う
し
た
課

題
に
つ
い
て
論
議
を
展
開
し
ま

し
た
が
、
知
事
の
答
弁
か
ら
は
、

道
民
、
地
域
の
声
を
背
に
し
て
、

国
に
論
戦
を
挑
ん
で
い
く
気
概

も
姿
勢
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
道
政
ま
で
が
、

国
の
言
い
な
り
、
国
に
要
望
す

る
だ
け
で
、
主
体
性
に
欠
け
、

道
民
や
地
域
に
冷
淡
な
姿
勢
で

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
質
問
の
概
要

問

広
域
分
散
型
の
地
域
構
造

や
、
小
規
模
な
自
治
体
が
多

い
と
い
っ
た
本
道
の
特
性
を

踏
ま
え
、
北
海
道
に
ふ
さ
わ

し
い
新
た
な
自
治
の
姿
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答

本
道
の
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
行
政
体
制
の
充
実
に

向
け
、
市
町
村
間
の
広
域
連

携
の
取
り
組
み
な
ど
を
支
援

し
て
い
く
と
と
も
に
、
北
海

道
地
域
振
興
条
例
な
ど
の
改

正
を
視
野
に
、
来
年
度
中
に

自
治
の
姿
に
関
す
る
関
係
条

例
の
整
備
に
向
け
、
検
討
を

進
め
る
。

問

労
働
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
や
、
建
設
業
の
安
定
経
営
、

効
率
的
で
品
質
の
高
い
工
事

の
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
工

事
施
工
に
適
し
た
春
か
ら
夏

に
か
け
て
の
工
事
量
を
確
保

す
べ
き
で
は
。

答

ゼ
ロ
国
債
や
ゼ
ロ
道
債
を

活
用
し
、
早
期
発
注
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
元
調
整
な

ど
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
発

注
が
遅
れ
る
場
合
は
、
可
能

な
限
り
繰
越
制
度
を
活
用
し
、

適
期
施
工
の
推
進
に
努
め
る
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の

設
定
に
抗
議
し
撤
回
を
求
め
る

決
議
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加

に
関
す
る
意
見
書
●
私
立
専
修

学
校
に
関
す
る
新
学
校
種
の
創

出
と
財
源
措
置
に
関
す
る
意
見

書
●
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

見
直
し
に
当
た
っ
て
の
意
見
書

●
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直

し
及
び
日
本
型
直
接
支
払
制
度

の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
●
将

来
に
わ
た
り
医
療
提
供
体
制
を

守
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
●

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
の
慎
重
な
検
討
と
重
篤
な

副
反
応
の
被
害
者
救
済
を
求
め

る
意
見
書
●
水
痘
な
ど
４
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
関
す
る

意
見
書

我
が
会
派
で
は
、「
民
主
主
義

の
根
幹
を
揺
る
が
す
特
定
秘
密

保
護
法
案
に
対
す
る
意
見
書
」

を
提
出
し
、
同
法
案
の
撤
回
等

を
求
め
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
北
海
道
・
大

地
、
日
本
共
産
党
の
賛
成
を
得

ま
し
た
が
、
自
民
党
、
公
明
党

の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
28
日
～
12
月
12
日
）

一
般
質
問
で
自
治
の
あ
り
方
や
公

共
事
業
な
ど
を
質
問
（

月
３
日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
10
月
～
12
月
）

林活議連として全道植樹祭に参加（10 月 12 日）士別消費者協会設立 30 周年（10 月 25 日）

士別市功労章表彰式（11 月 1 日）富良野市功労章表彰式（11 月 3 日）

中国・黒竜江省を訪問（11 月 10-16 日）原発でドイツ・フランスを視察（12 月 15-22 日）

伊藤喜代志比布町長再選（12 月 10 日）

↑
さ
っ
ぽ
ろ
市
士
別
ふ
る
さ
と
の

集
い
・
交
流
会
（
10
月
26
日
））

早坂純夫剣淵町長初当選（12 月 1 日）

↓
士
別
児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
の
集

い
で
餅
つ
き
（
12
月
７
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
13
日
【
サ
フ
ォ
ー
ク
共

進
会
】
▼
北
海
道
サ
フ
ォ
ー
ク
種

羊
共
進
会
は
、
ひ
つ
じ
の
中
で

も
サ
フ
ォ
ー
ク
種
の
み
の
共
進

会
で
、
道
北
地
区
め
ん
羊
協
議

会
（
小
野
寺
英
夫
会
長
）
が
主

催
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
サ

フ
ォ
ー
ク
種
羊
共
進
会
に
は
、

当
歳
雄
、
当
歳
雌
、
明
２
歳
雌
、

成
雌
、
種
雄
の
５
部
門
で
争
わ

れ
、
士
別
市
の
ほ
か
、
美
深
町

や
羽
幌
町
焼
尻
か
ら
24
頭
の
サ

フ
ォ
ー
ク
が
参
加
し
た
▼
当
歳

雌
の
部
門
で
は
、
株
式
会
社
サ

フ
ォ
ー
ク
が
所
有
し
、
金
子
雅

志
さ
ん
が
飼
育
し
て
い
る
『
コ

ト
ブ
キ
１
３
～
Ｐ
３
０
１
』
が

優
勝
し
た
。

◆
10
月
20
日
【
つ
く
も
山
清
掃

奉
仕
】
▼
つ
く
も
山
を
守
る
会

（
川
副
春
男
会
長
）
は
、
春
と

秋
、
そ
し
て
冬
に
つ
く
も
山
を

守
る
作
業
の
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
今
日
は
本
格
的
な
冬

を
前
に
、
看
板
の
ビ
ニ
ー
ル
張

り
や
ト
イ
レ
の
清
掃
、
社
務
所

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
そ
し
て
市

民
が
植
え
た
桜
の
苗
木
を
野
鼠

か
ら
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
張
り

作
業
な
ど
を
行
っ
た
。

◆
11
月
８
日
【
林
野
労
組
＆
上

富
良
野
地
区
連
合
会
】
▼
林
野
労

組
上
川
中
部
分
会
の
定
期
大
会

で
鹿
股
委
員
長
は
、「
林
野
会
計

は
今
年
か
ら
一
般
会
計
化
と
な

り
、
業
務
量
は
増
え
た
が
要
員

は
増
え
て
お
ら
ず
、
厳
し
い
労

働
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
一
般

会
計
化
に
よ
る
問
題
点
を
洗
い

出
し
、
職
場
改
善
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
た
▼
ま
た
、
上
富
良
野
連

合
の
定
期
総
会
で
蓼
原
会
長
は
、

「
衆
参
の
選
挙
で
大
勝
し
た
安

倍
政
権
は
、
反
動
的
政
治
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
景
気
が
上
向
い
た
と
言

う
が
、
私
た
ち
の
生
活
は
苦
し

く
な
る
一
方
だ
。
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
、
仲
間
を
大
切
に
し
、

運
動
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
こ

う
」
と
お
話
し
さ
れ
た
▼
そ
れ

ぞ
れ
の
大
会
で
私
は
、
「
先
日
、

自
民
党
の
石
破
幹
事
長
の
講
演

を
聴
い
た
。
憲
法
感
や
、
社
会

保
障
、
農
業
政
策
の
方
向
性
な

ど
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
全

く
異
な
る
。
生
活
者
や
働
く
も

の
の
代
表
と
し
て
、
し
っ
か
り

頑
張
る
」
と
お
話
し
し
た
。

◆
12
月
13
日
【
宗
谷
線
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
▼
全
上
川
農
民
連
盟

宗
谷
線
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
議

長
：
小
池
照
昭
剣
淵
農
連
委
員

長
）
の
第
２
回
例
会
に
出
席
し
、

意
見
交
換
と
懇
談
を
深
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
▼
宗
谷
線
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
は
、
和
寒
町
か
ら

名
寄
市
ま
で
の
全
上
川
農
民
連

盟
に
加
盟
す
る
８
組
織
で
運
営

し
て
お
り
、
議
長
は
持
ち
回
り

で
担
い
、
今
年
は
剣
淵
農
民
連

盟
が
担
当
し
て
い
る
▼
今
日
の

例
会
で
は
、
１
月
に
行
わ
れ
る

定
期
総
会
や
地
区
の
役
員
選
考

世
話
人
な
ど
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
意
見
交
換
で
は
、
農
政
改

革
の
問
題
点
や
補
正
予
算
な
ど

に
つ
い
て
私
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
な
ど
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

宗谷線ブロック協議会例会で挨拶

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
11
月
２
日
、
石
破
茂
自
民
党

幹
事
長
の
お
話
を
聴
く
機
会
を

得
た
。
演
題
は
「
真
・
政
治
力
の

“
手
の
内
”
～
喫
緊
す
る
課
題
へ

の
道
筋
」
▼
持
論
で
あ
る
憲
法
改

正
の
必
要
性
、
有
事
や
大
災
害
時

は
国
民
の
権
利
や
行
動
を
制
限

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
社
会
保
障
、
所
得

ア
ッ
プ
の
た
め
に
少
ロ
ッ
ト
の

作
物
を
多
品
種
作
付
け
る
農
業

な
ど
、
雄
弁
に
語
っ
て
い
た
▼
話

を
聞
き
な
が
ら
、
改
め
て
国
民
よ

り
も
国
家
を
、
生
活
者
よ
り
も
大

企
業
を
、
地
方
よ
り
も
大
都
市

を
、
大
切
に
す
る
姿
勢
が
明
ら
か

に
な
っ
た
▼
民
主
党
政
権
は
、
人

を
大
切
に
し
、
誰
に
で
も
「
居
場

所
と
出
番
」
の
あ
る
政
治
を
目
指

し
て
い
た
。
そ
の
方
向
性
に
間
違

い
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
要
は

そ
こ
に
至
る
手
法
が
幼
稚
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
改
め
て
、
生
活
者

や
地
方
を
大
事
に
す
る
政
治
を

目
指
す
。
こ
れ
が
必
要
な
の
だ
。

（
ゆ
う
こ
う
）

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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金子さんとコトブキ 13-Ｐ301

野鼠から桜を守るネット張り作業

林野労組上川中部分会定大で挨拶


